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【１】お知ら せ  
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●  講演会の報告集 を 販売していま す  

『 2022 年度国際交流 事業報告集  国際講 演会「日本の 子ども の本に描かれ る

「西洋」のイ メージ  －石井桃子翻 訳作品 からはじめて －」』  

（講師：ステ ィーブ ン・チェ ）  2023 年 8 月発行  880 円（税 込）  

 

●「むかしの 紙芝居 を楽しもう！ 」を開 催します  

 大阪府立中 央図書 館  国際児童文学館 と の共催で、塩崎お とぎ 紙芝居博物館

（三邑会）の 紙芝居 師による街頭 紙芝居 の公演を行い ます。  

日  時： 11 月４日（土 ）  14： 00～ 15： 00 

場  所：大阪府立中 央 図書館  ２階  多目的 室   ※無料 、申し 込み不要  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#05gaitokamishi

bai 

 

●  講演会「中由美 子 と中国児童文 学の世 界」  

中 国 児 童 文 学 翻 訳 者 で あ る 中 由 美 子 さ ん の お 仕 事 を 振 り 返 り 、 中 国 語 圏 児 童

文学の魅力に ついて 語り合います 。  

日  時： 11 月 26 日（日） 13： 30～ 16： 00 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  お よび  オンラ イン  

登  壇：秦文君さん（ 作家、中日児童文 学 美術交流中心 会長 ）他  ※通訳付き  

定  員：会場 60 人、オンライン（ Zoom） 100 人  参加費： 1000 円  

主  催：日中児童文 学 美術交流セン ター、 中国児童文学 研究会 、 IICLO 

詳細・お申し 込みは →  Peatix https://nakayumikorec.peatix.com/  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#05gaitokamishibai
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#05gaitokamishibai
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させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  当財団公式Ｘ（ Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yuri's Talk 

*****************************************************************  

『文月今日子 の世界  : 最上級のロ マンス ・メイカー  : 50th Anniversary』  

図書の家（小 西優里 、卯月もよ、 岸田志 野 ） /編集  立東舎  2023年 9月  対

象年齢：大人  

 

＊今回のゲス トは小 西優里（ Yuri）さんです。  

 

＜概要＞  

1953 年に生まれ、 1973 年、『別冊少女フレ ンド』（講談社）７ 月 号「フリージ

アの恋」でデ ビューし た少女マンガ 家、文月 今日子につい ての本。デビューか

ら 50 周年を迎えた 文 月への生い立 ちから 現在までのロ ングイ ンタビュー、九

州のマンガ研 究会「ア ズ」の結成者 で、北九 州市漫画ミュ ージア ム館長田中時

彦の「「アズ」と「文 月今日子」の出会い 」というインタビュ ー、論考「ロマ

ンス・メイ カー  文月 今日子の本領 」（ 日高 利泰）、マンガ家 たち からのメッセ

ー ジ 、 マ ン ガ ２ 編 の 収 録 な ど が 、 数 多 く の カ ラ ー の イ ラ ス ト と と も に 掲 載 さ

れている。  

 

 

Yasuko:総 特 集 で 文 月 今 日 子 を 取 り 上 げ よ う と 思 わ れ た 理 由 を 教 え て く だ さ

い。   

Yuri：アンソロジ ー『マンガ化！世界 文 学  耽美とヒ ロイン 』（萩尾望都・水

野英子・牧美也子・美 内すずえ・坂田靖子・文月今日子・山岸凉 子・佐藤史

生 /著、図書の 家・山田 英生 /編  立東舎  2022 年 9 月）に、「白き 森の地に」

（ルイ・エモン /原作  文月今日子 /マンガ ）を掲載しまし た。そ のとき改め

て、文月今日子の 作品 が 1970 年代に幅広 く 読まれていた ことと その価値に

気 づ き 、 先 生 の 足 跡 を １ 冊 の 本 と し て ま と め て お き た い と 思 い ま し た 。 ち

ょうど、文 月先生の画 業 50 周年にあたり 、先生がご自身 の原画 を北九州市

漫 画 ミ ュ ー ジ ア ム に 寄 託 さ れ 、 ミ ュ ー ジ ア ム で 原 画 展 が 行 わ れ る と い う こ

とで（「デビュー 50 周年記念  文月今日子 展 」 2023 年 9 月 16 日〜 11 月 26

日）、いい タイミン グ で本を出すこ とがで きました。  

Yasuko:文月今日子 作 品の魅力は何 ですか 。   

Yuri：まず、何といっ ても、デビュ ーの時か らマンガがう まい！ 絵に安定感が

あ っ て 、 ス ト ー リ ー も テ ン ポ が い い の で 、 ど ん ど ん 読 み 進 む こ と が で き ま

す。  女性はかわいく 、男性は頼もしい、少女マンガの 王道で す。また、高

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
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http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
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校から油絵を 描き、美 大に進まれた 経緯も あって、背景が 美しく 、丁寧に描

かれています 。本当 に多作で、『別冊 少女 フレンド』な ど月刊 誌で活躍した

ので、短 編の中に 、家 族もの、学校もの 、ラ ブコメ、歴史ものな ど 、幅広い

テ ー マ を 描 い て い ま す 。 ど の 作 品 も 短 い 中 に 、 充 実 し た ス ト ー リ ー が ぎ ゅ

っとつまって います 。  

Yasuko: 私自身 、１ ０代 のこ ろ、 文月 先 生の マン ガを 強く 意 識し て読 んだ記

憶はないので すが、今 回、作品を読ん でみて 、懐かしい気持 ちがし ました。

そ し て 、 目 が 大 き く て お で こ が 広 い 主 人 公 た ち が 周 り に 臆 す る こ と な く 、

突 き 進 ん で い く 様 子 が 当 時 の 少 女 読 者 を 励 ま し た の か な と 思 い な が ら 読 み

ました。『銀 杏物語』は、学校を舞台に 子 どもたちの友 情が描 かれ、子ども

た ち や 周 り の 大 人 た ち の 繊 細 な 気 持 ち が 丁 寧 に 描 か れ て い る と 思 い ま し た 。

後の連載作品 『金の アレクサンド ラ』は 、 15 世紀の中近東を 舞台に、ヴェ

ネ チ ア か ら 飛 び 出 し た 少 女 が 海 賊 な ど に も 出 会 い な が ら 旅 を す る 物 語 で 、

船や港や街の 風景が 美しいと思っ て見惚 れました。  

  ロ ン グ イ ン タ ビ ュ ー で 、 文 月 先 生 が 、 人 物 の 造 形 に 水 野 英 子 先 生 の 影 響

があること 、「日 曜洋 画劇場」が 大好きだっ たと言われて いると ころが印象

に残りました 。  

Yuri： そ う な ん で す 。 当 時 の 少 女 マ ン ガ 家 の 多 く が 水 野 先 生 の 影 響 を 多 大に

受 け て い ま す 。 そ し て ま た 、 文 月 先 生 の 影 響 を 受 け た マ ン ガ 家 も 多 く お ら

れます。その系 譜を残 すことも重要 と考え て、図書の家は これま で、いろい

ろな少女マン ガ家さ んを特集する 本を作 ってきました 。  

  また、「日曜 洋画 劇場」の指 摘もおも しろいと思い ます。水野先生の世 代

は 洋 画 を 映 画 館 で 見 て 、 そ こ か ら 絵 や ス ト ー リ ー を 吸 収 し 、 文 月 先 生 は お

茶 の 間 で も た く さ ん の 洋 画 を 見 た 。 そ れ が 作 品 作 り に も 影 響 し て い る よ う

に思います。  

Yasuko:図書の家の 特 集本は、年譜と作 品リ ストが必ず掲 載され ているという

資料的価値も ありま す。そして、ビ ジュア ルが美しい。表 紙の絵 も読者を惹

きつけます。  

Yuri：ありがとうござ います。でき るだけ、原画のあるも のは原 画を使わせて

も ら い 、 色 な ど も 可 能 な 限 り オ リ ジ ナ ル に 近 づ け る よ う に し て い ま す 。 表

紙 の 絵 は 、 魅 力 的 な 少 女 の 顔 と と も に 、 文 月 先 生 が い か に 植 物 が 好 き で 丁

寧 に 描 か れ て い る か が 伝 わ る 絵 だ っ た の で 選 び ま し た 。 文 月 先 生 が 好 き だ

っ た 人 に も 、 こ れ ま で 知 ら な か っ た 人 に も こ の 本 を 読 ん で 文 月 作 品 の 魅 力

について、少 女マン ガの歴史につ いて知 っ ていただけ ればう れしいです。  

 

北九州市漫画 ミュー ジアム  「デビュー 50 周年記念  文月今日 子 展」  

https://www.ktqmm.jp/kikaku_info/84105  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 98 回「ガドルフ の 百合」  

 稲光りのな かで  

 

「ハックニー 馬のし っぽのような 、巫山戯（ふざけ）た 楊の並木 と陶製の白い

空との下を、みじめな 旅のガドルフ は、力い っぱい、朝か らつづけ て歩いて居

りました。」――こ れ が書き出しで す。  

 

やがて、にわ かに雲が 重くなり、は げしい雷 雨になります 。稲光り の明かりの

なかで、道 の左側に「 巨きなまっ黒 な家」が 見え、ガド ルフは、玄 関にかけこ

https://www.ktqmm.jp/kikaku_info/84105


み ま す 。 声 を か け て も 返 事 が な く 、 稲 光 り の ガ ラ ス 窓 の む こ う に 何 か 白 い も

のがいくつか 、こちら をのぞいてい ます。そ れは、百合 の花でした 。――「 窓

の外では、い っぱいに 咲いた白百合 が、十本 ばかり息もつ けない 嵐の中に、そ

の 稲 妻 の 八 分 一 秒 を 、 ま る で か が や い て じ っ と 立 っ て い た の で す 。」 そ し て 、

ガ ド ル フ は 、「 お れ の 恋 は 、 い ま あ の 百 合 の 花 な の だ 。（ 中 略 ） 砕 け る な よ 。」

と祈ります。  

 

この童話は 、「いなび かり／またむ らさき にひらめけば ／わが 白百合は／思 ひ

きり咲けり 。」（歌稿 B193）などの賢治の 行 分け短歌の連 作にあ るモチーフが

発展したもの と考え られます。短歌は 、1914（大正 3）年に詠 まれ たものです。  

 

「ガドルフの 奇妙な 心象体験を描 いたも のである。し かし、そ れは、心象展 開

の叙述であり 、「 物語 」的な構想 の中で、一 つのテーマを 追求す るといったも

のではない 。」とい っ たのは、秋枝 美保で す （「『ガドル フの百 合』」 1993 年）。

秋枝は、「 童話という ジャンルにも 入り難 い作品」という 川島裕 子の意見（「「ガ

ドルフの百合 」考」 1991 年）も紹介し てい ます。そうで しょう か。詩的、象

徴的なことば で心象 風景を描く短 編が、「 童話」とい う大正期か ら昭和戦後に

かけての日本 の子ど もの文学のあ りかた で（小川未明 の「赤い 蝋燭と人魚」な

どを思い出し てくだ さい ）、私 は、「 ガドル フの百合」のよ うな作 品こそ「童話」

だと思います 。  

 

「わが国創作 童話の 伝統という場 合、私は「詩としての童話」を さす。これま

で の わ が 国 の 童 話 文 学 は お お む ね 短 篇 の 散 文 詩 で あ り 、 そ う い う 種 類 の 作 品

に佳作が多か つた。小 川未明、宮澤 賢治、坪 田譲治などの すぐれ た作品はみな

そうだ。」と述べた の は、敗戦後間 もない時 期の関英雄で した（「 劇としての童

話を」『新 日本文学 』 1950 年 1 月）。「詩と しての童話」 が「劇 としての童話 」

に変わったと き、「 童 話」が「現代 児童文 学」に転換す ること になります。  

 

「詩は絵のよ うに」と は、古代ローマの詩 人 ホラーティウ スのこ とばですが、

詩としての童 話「ガド ルフの百合」の読後に のこるのは、稲光りに 照らし出さ

れて立つ白百 合の花 のイメージで す。  （馬車別当）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『ポ ラーノ の広場』によ りまし た 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５２  

*****************************************************************  

 

「ああ、とんでも ない ことになった ものだ 。」と、木馬はおもい ま した。「ぼく

は、このとおり、お と なしい小さな 木馬な んだ。そして、おば あ さんのなたで

こ ろ さ れ そ う に な っ た り 、 地 主 の マ ッ ク ス に は 、 こ き つ か わ れ て こ ろ さ れ そ

うになったり 、炭鉱で は、生きうめ にされそ うになったり して、や っとたすか

ってにげてき たとお もえば、こんどは、火 にくべられ、お金 は、ぜんぶとられ

てしまうとい うのだ。ああ、ごし ゅじん、ご しゅじん。ぼくは、ピ －ダーおじ

さんには、も うあえ ないのだ！」  

 

（『木馬の ぼうけん 旅 行』 アー シュラ・ウ ィリアムズ /作  石井 桃子 /訳  中

川宗弥 /画  児童図 書 研究会 /編集  福音 館 書店  1964 年 9 月  p.110）  

 

子どものころ 、「木馬 」と「ぼうけん」に惹 かれて図書館 で読ん で感想文を書



いた記憶があ り、再 読してみるこ とにし ました。  

 

木 の お も ち ゃ を 作 っ て 生 計 を た て て い る ピ ー ダ ー お じ さ ん は 木 馬 を 作 り ま し

た。木馬は、涙を流 し て「あなたのそば をは なれたくない のです ！」と言いま

すが、木のお もちゃが 売れなくなり 、おじさ んは病気にな って、二 人は離れ離

れになってし まいま す。木馬は旅 に出て、草かりをした り、炭鉱 で働いたり、

王 女 さ ま と 友 だ ち に な っ て 競 馬 に 出 た り 、 サ ー カ ス で 綱 渡 り を し た り 、 海 賊

に 出 会 っ た り し て 、 お 金 を た め た り 、 失 っ た り を 繰 り 返 し な が ら お じ さ ん の

元へ戻りたい と思い 続けます。  

 

これでもかと いうほ ど、困難が襲いか かり 、それでも人（木馬）の道にはずれ

な い よ う に 生 き よ う と し 、 周 り の 人 に も 助 け ら れ な が ら 灘 を 逃 れ る 繰 り 返 し

が 読 者 を 飽 き さ せ ま せ ん 。 そ し て 、 満 足 の い く ハ ッ ピ ー エ ン ド が 待 っ て い ま

す。  

 

この作品は 1938 年に 原作がイギリ スで出 版され、日本では 、1964 年９月に中

川 宗 弥 の 絵 で 出 版 さ れ て い ま す 。 今 読 む と ど う し て も 古 さ は 否 め ま せ ん 。 木

馬が自分のこ とを必 要以上に「お となしい 小さい馬」だ と卑下す る、つまり自

己 肯 定 感 が 低 い と い う こ と 、 ま た 、 自 分 を 作 っ た ピ ー ダ ー お じ さ ん の こ と を

「ごしゅじん 」と呼び 、対等には描 かれてい ないこと、現 代では使 わない言葉

も含まれてい ること などが理由に 挙げら れます。  

 

とはいえ、木馬がたっ た一人で、知恵を使い 、旅をし 、多くの人 に 出会い、富

を得、ピーダーお じさ んの元に帰る までに 波乱万丈の冒 険をす るこの作品が 、

2003 年 1 月に福音館 文庫（ペギ ー・フォー トナム /絵）で収 録さ れるとき「ト

イ・ファン タジーの 傑作」「 古典的名 作」として選ばれ た理由 が納得できま し

た。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

国 立 民 族 学 博 物 館 で １ ２ 月 ５ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 特 別 展 「 交 感 す る 神 と 人

－ヒンドゥー 神像の 世界」に行 ってきま した。展示 の広報に 、「ヒンドゥ ー教

のあまたの神 がみは、石や金属、土器、陶器 などの立像、仮面、絵 画や印刷物、

タイル、刺 繍、さら に は絵本、コ ミック、切 手やステッカ ーなど、さまざまな

モ ノ を 通 じ て 現 れ て い ま す 。 こ れ ら の 神 像 は 人 び と が 五 感 を 通 じ て 神 と 交 流

するための重 要な媒 体となってき ました 。」とあり、「絵 本、コ ミック」という

言葉に誘われ て行っ てみることに しまし た。  

 

展 示 の 構 成 は 、 ヒ ン ド ゥ ー 教 の 歴 史 や 神 々 の 紹 介 が な さ れ た 第 一 章 「 神 が み

の世界へのい ざない 」、ラーマや クリシュ ナ、シヴァ やドゥルガ ー女神との交

感 や 、 祭 壇 を 紹 介 し た 第 二 章 「 神 が み と の 交 感 」、 つ く る 、 飾 る 、 見 か わ す 、

対話する、演じる、く らしの中の神 がみ、と いう視点で紹 介され た第三章「交

感の諸相」、四季を 通 じた祭りを紹 介した 第四章「とき の巡り 」に分けて 600

点が展示され ていま した。  

 

展示には、ヒンド ゥ ー教の「ラーマー ヤ ナ」「マハー バーラタ 」などの神話に

出 て く る 横 笛 を 拭 い て い る ク リ シ ュ ナ 、 猿 の よ う な 顔 の ハ ヌ マ ー ン 、 頭 が ゾ

ウ の ガ ネ ー シ ャ な ど の 神 様 が 、 絵 や 人 形 や 像 と し て 何 度 も 登 場 し ま し た 。 厳

か な 感 じ の も あ れ ば 、 日 本 の キ ャ ラ ク タ ー グ ッ ズ を 思 わ せ る よ う な か わ い い



ものもあり、 人間味 を感じました 。  

 

交感の一つと して、「 飾る」ことが大切に さ れていること が興味 深かったです 。

幼 子 ク リ シ ュ ナ の 像 に 着 せ る 、 ス カ ー ト の よ う な 、 キ ラ キ ラ し た 刺 繍 や 羽 飾

り な ど が つ い た 衣 装 が 何 種 類 も 展 示 さ れ て お り 、 ク リ シ ュ ナ の 祭 壇 用 ブ ラ ン

コ が あ っ た り 、 絵 に も パ ー ル や ビ ー ズ を つ け て 飾 ら れ て い た り し ま し た 。 ま

た、 20 世紀前半に日 本からインド へ輸出 されていた、 ヒンド ゥー教を主題 と

し た 柄 の マ ジ ョ リ カ タ イ ル や 、 ヒ ン ド ゥ ー 教 の 神 様 を か た ど っ た 日 本 製 の 小

さ い 陶 器 の 人 形 が あ り 、 こ ん な と こ ろ に 日 本 と の か か わ り が あ る ん だ と 思 い

ました。  

 

広 報 に あ っ た コ ミ ッ ク や 絵 本 は 、 神 話 を 子 ど も た ち に わ か り や す く 紹 介 さ れ

て い る も の で 、 塗 り 絵 や シ ー ル な ど と 同 じ 場 所 に 展 示 さ れ て い ま し た 。 色 鮮

やかな神々は 塗り絵 にぴったりだ と思い ました。着せ 替え人形 、コミック、絵

本、踊り、装 飾など 、遊びのルー ツを見 たような気が しまし た。（Ｋ）  

 

国立民族学博 物館  https://www.minpaku.ac.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第５ 回  

*****************************************************************  

第２章  前川 康男先 生と今西祐行 先生  

その２  長編 物語の 創造  

 

童話雑誌『び わの実学 校』の校長は 、雑誌を 主宰されてい た坪田 譲治先生です

が、副校長は 、創刊 号からの編集 長の前 川康男先生 （ 1921～ 2002 年）でしょ

う。母宮川ひろが は じめて投稿し た短編「たからもの」が第 16 号（ 1966 年 5

月）に掲載さ れたあと 、作品を見て くださる ようになった 今西祐 行先生（ 1923

～ 2004 年）は、母の 担任というこ とにな ります。私は 、子ど ものころから 、

今西先生に、 そして 、前川先生に もお目 にかかる機会 があり ました。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  企画展示「子ども の本のはじま り  －三 宅興子  英語圏児童 文 学コレクショ

ンから－」  

会  期： 11 月 10 日（金）～ 12 月 27 日（水）  月曜休館  

場  所：大阪府立中 央 図書館  展示コーナ ー 、国際児童文 学館  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  

協  力：大阪国際児 童 文学振興財団 （ IICLO）  

 

●  古 田 足 日 シ ン ポ ジ ウ ム 「 子 ど も の 味 方 ・ 子 ど も の 見 方   古 田 足 日 の 仕 事

から考える」  

https://www.minpaku.ac.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


日  時： 11 月 25 日（土） 13： 30～ 16： 00 参加費無料 、要申 し込み  

場  所：神奈川近代 文 学館  

主  催 ： 白 梅 学 園 大 学 、 白 梅 学 園 短 期 大 学 子 ど も 学 研 究 所  古 田 足 日 研 究 プ ロ

ジェクト  

共  催：県立神奈川 近 代文学館、（公財） 神 奈川文学振興 会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 文 月 今 日 子 の 世 界 』

を１名様に、また、北 九州市漫画ミ ュージ アム「文月今日子 展」の招待券を５

名様、Ｂ２ポスタ ーを ２名様に プレ ゼント します（協力：立東舎 、北九州市漫

画 ミ ュ ー ジ ア ム ）。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募 フ ォ ー ム か ら 、 (1)お 名 前  

(2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メール アドレス  (5)このメルマガのご感

想  (6)ご希望の品を お書きのうえ  ご応募 ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/75YvRyEG3DgSaSmP9  

締切は 11 月 10 日（金）、当選発表は 発送 をもって代え させて いただきます ／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

何年かぶりに 本格開 催となった秋 の催し の数々。地元 の手づ くり芸術祭も 会

場数やイベン トの数 を増やし準備 に大忙 し。先日は、 そのワ ークショップ や

パフォーマン スの会 場のひとつと なる広 場の草刈りと 小石ひ ろいに参加。 気

持ちの良い汗 をかき ながらも、子 どもた ちの笑顔が目 に浮か び、疲れが吹 っ

飛びました 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/75YvRyEG3DgSaSmP9
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

